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東
京
か
ら
ド
レ
ス
デ
ン
へ

―
広
場
の
群
衆
と
街
並
み
の
な
か
に
空
襲
の
記
憶
を
読
む

山
本
唯
人

運 動 の
現場から

い
ま
、
２
月
16
日
か
ら
４
月
７
日
ま
で
開
催
す

る
、「
空
襲
を
伝
え
る
ド
イ
ツ
の
都
市
―
ド
レ
ス
デ

ン
・
ベ
ル
リ
ン
・
ハ
ン
ブ
ル
ク
」
展
を
準
備
し
て
い

る
。
こ
の
展
覧
会
の
企
画
・
制
作
を
主
に
担
当
し
て

い
る
の
は
、
東
京
大
空
襲
の
被
害
者
・
原
爆
被
爆
者

の
方
々
と
、
年
１
回
、
浅
草
ウ
オ
ー
ク
を
開
催
し
て

き
た
市
民
団
体
の
和
・
ピ
ー
ス
リ
ン
グ
。
主
催
・
場

所
は
、江
東
区
の
東
京
大
空
襲・戦
災
資
料
セ
ン
タ
ー

で
あ
る
。
３
月
８
日
か
ら
、
ド
レ
ス
デ
ン
空
襲
の
証

言
記
録
に
携
わ
っ
て
き
た「
１
９
４
５
年
２
月
13
日
」

協
会
代
表
の
マ
テ
ィ
ア
ス
・
ノ
イ
ツ
ナ
ー
さ
ん
が
来

日
す
る
。
３
月
13
日
は
、
大
阪
市
中
央
会
館
ホ
ー
ル

で
13
時
30
分
か
ら
、
16
日
は
戦
災
資
料
セ
ン
タ
ー
で

14
時
か
ら
、
セ
ン
タ
ー
で
は
館
長
の
早
乙
女
勝
元
さ

ん
も
発
言
者
に
加
わ
り
、
講
演
会
を
開
催
す
る
。

「
１
９
４
５
年
２
月
13
日
」
と
は
、
ド
レ
ス
デ
ン

が
大
空
襲
で
灰
燼
に
帰
し
た
日
付
。
同
協
会
は
、
証

言
の
収
集
を
旧
東
ド
イ
ツ
時
代
の
１
９
８
０
年
代
に

開
始
し
、
壁
崩

壊
を
経
て
、「
ネ

オ
ナ
チ
」
が
台

頭
す
る
新
自
由

主
義
時
代
ま

で
、
ド
レ
ス
デ

ン
の
現
代
史
を

見
つ
め
て
き
た
証
人
で
も
あ
る
。
ノ
イ
ツ
ナ
ー
さ
ん

は
、
１
９
６
０
年
生
ま
れ
、
設
立
以
来
の
メ
ン
バ
ー

で
、
壁
崩
壊
後
、
空
襲
死
者
数
な
ど
を
検
証
す
る
ド

レ
ス
デ
ン
市
の
歴
史
家
委
員
会
に
も
参
加
し
た
。

ノ
イ
ツ
ナ
ー
さ
ん
が
も
た
ら
す
情
報
は
、
ナ
チ
ス

の
体
験
世
代
・
戦
後
世
代
の
共
同
で
は
じ
ま
っ
た
市

民
運
動
が
、
旧
東
ド
イ
ツ
の
社
会
で
空
襲
体
験
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
、
現
在
に
至
っ
た
か
を
、
ま
と
ま
っ

た
か
た
ち
で
は
初
め
て
語
る
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。

わ
た
し
た
ち
は
、
東
ア
ジ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
現
代

史
を
背
景
に
お
き
な
が
ら
、
空
襲
の
記
憶
に
つ
い
て

語
り
合
え
る
こ
と
を
心
待
ち
に
し
、
そ
の
環
境
を
整

え
る
こ
と
に
全
力
を
あ
げ
て
い
る
。

こ
の
交
流
の
淵
源
は
、
２
０
０
６
年
、
東
京
浅

草
の
路
上
か
ら
、「
差
別
な
き
戦
後
補
償
」
を
求
め

て
は
じ
ま
っ
た
、
浅
草
ウ
オ
ー
ク
の
活
動
に
あ
る
。

２
０
０
７
年
、
原
告
１
０
０
人
規
模
で
日
本
政
府
に

謝
罪
と
補
償
を
求
め
る
東
京
大
空
襲
訴
訟
が
提
訴
さ

れ
た
。
２
０
０
３
年
か
ら
は
、
被
爆
者
か
ら
も
全
国

的
な
原
爆
症
認
定
集
団
訴
訟
が
提
起
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
ふ
た
つ
の
原
告
団
を
結
び
つ
け
、
日
本
の
戦
後

補
償
に
埋
め
込
ま
れ
た
「
軍
籍
」（
軍
人
・
軍
属
で
あ

る
か
否
か
）
と
「
国
籍
」（
日
本
国
籍
者
で
あ
る
か
否

か
）
と
い
う
ふ
た
つ
の
差
別
条
項
を
撤
廃
し
、
民
間

人
と
外
国
人
を
排
除
し
な
い
、
す
べ
て
の
戦
争
被
害

者
に
開
か
れ
た
戦
後
補
償
を
実
現
す
る
こ
と
が
、
浅

草
ウ
ォ
ー
ク
の
主
な
目
的
で
あ
る
。

２
０
０
６
年
に
は
、
日
本
軍
の
爆
撃
で
被
害
を
受

け
た
重
慶
の
被
害
者
か
ら
も
訴
訟
が
起
こ
さ
れ
た
。

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
日
本
と
中
国
の
空
襲
被
害
者

に
交
流
が
始
ま
り
、
重
慶
原
告
団
が
来
日
す
る
際
、

墨
田
区
押
上
の
東
京
大
空
襲
訴
訟
原
告
団
事
務
所
を

訪
ね
る
の
が
慣
わ
し
と
な
っ
て
い
る
。

和・ピ
ー
ス
リ
ン
グ
は
、
こ
う
し
た
活
動
を
、「
非

当
事
者
」
の
立
場
か
ら
支
援
し
、
戦
争
被
害
者
と
と

も
に
、
浅
草
路
上
の
ウ
オ
ー
ク
を
つ
く
り
あ
げ
て
き

た
。
２
０
０
５
年
、
六
本
木
ヒ
ル
ズ
で
開
催
さ
れ

た
「
東
京
大
空
襲
展
」（
東
京
大
空
襲
六
十
年
の
会
主
催
）

に
参
加
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
中
心
に
、
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
・
イ
ラ
ク
反
戦
を
担
っ
た
世
代
、
戦
争
体
験

世
代
、
ベ
ト
ナ
ム
反
戦
世
代
な
ど
、
多
様
な
世
代
の

人
び
と
が
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
た
。

２
０
１
１
年
二
月
、
ド
レ
ス
デ
ン
で
、
ド
レ
ス
デ

ン
空
襲
と
東
京
大
空
襲
体
験
者
の
肖
像
写
真
を
集
め

た
、
ポ
ー
レ
・
サ
ヴ
ィ
ア
ー
ノ
さ
ん
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
在
住
の
写
真
家
）
の
展
覧
会
「From

	A
bove

」
が

開
か
れ
た
。
そ
の
様
子
を
取
材
し
た
、
研
究
者
の
柳

原
伸
洋
さ
ん
（
現
東
海
大
講
師
）
を
ゲ
ス
ト
に
、
同

年
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
当
日
、
浅
草
公
会
堂

で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
。
柳
原
さ
ん
が
も
た
ら
し

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
映
像
に
は
、
日
本
の
空
襲
体
験
者
・

市
民
へ
の
親
愛
、
平
和
の
た
め
に
行
動
し
て
い
く
こ

と
へ
の
呼
び
か
け
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
心
を
動
か
さ
れ
た
わ
た
し
た

筆者
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ち
は
、
２
０
１
２
年
２
月
、
東
京
・
大
阪
の
空
襲
被

害
者
や
市
民
に
呼
び
か
け
、
ギ
リ
シ
ア
危
機
で
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
中
が
震
撼
さ
せ
ら
れ
る
な
か
、
柳
原
さ
ん
や

阪
大
准
教
授
の
木
戸
衛
一
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、
ド

イ
ツ
の
被
災
都
市
―
ド
レ
ス
デ
ン
・
ベ
ル
リ
ン
・
ハ

ン
ブ
ル
ク
を
訪
れ
た
。
今
回
の
展
覧
会
は
、
こ
の
旅

の
成
果
を
中
心
に
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
わ
た
し
た
ち
の
目
を
、
ド
レ
ス
デ
ン

に
引
き
付
け
る
も
の
は
い
っ
た
い
何
か
。
そ
こ
に
は
、

ド
レ
ス
デ
ン
の
人
び
と
が
行
動
を
通
し
て
つ
く
り
だ

し
て
き
た
街
並
み
、
広
場
に
つ
ど
い
、
自
分
た
ち
の

意
思
を
表
明
す
る
た
く
さ
ん
の
人
び
と
の
姿
が
あ
る
。

ド
レ
ス
デ
ン
で
は
、
２
０
０
５
年
、
空
襲
で
破

壊
さ
れ
た

ま
ま
に
な
っ

て
い
た
聖
母

教
会
が
、
60

年
の
時
を
経

て
再
建
さ
れ

た
。
再
建

は
、
歴
史
的

建
造
物
に
囲

ま
れ
た
旧
市

街
の
「
ノ
イ

マ
ル
ク
ト
広

場
」
の
再
開

発
と
一
体
で

あ
り
、
そ
の

背
後
に
、
都

市
間
競
争
に
生
き
残
り
を
か
け
た
観
光
開
発
の
論
理

が
垣
間
見
え
る
。
一
方
、
市
民
サ
イ
ド
か
ら
は
、
歴

史
の
継
承
と
い
う
観
点
か
ら
再
建
へ
の
反
対
が
あ
り
、

焼
け
残
っ
た
瓦
礫
を
、
黒
ず
ん
だ
色
の
ま
ま
元
の
場

所
に
は
め
込
み
、
空
襲
遺
構
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
残

す
こ
と
で
、「
継
承
」
へ
の
意
思
を
示
し
た
。

ま
た
、
教
会
最
上
部
の
鐘
は
イ
ギ
リ
ス
軍
爆
撃
パ

イ
ロ
ッ
ト
の
息
子
に
よ
っ
て
鋳
造
さ
れ
、
砂
岩
製
の

外
壁
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ゴ
ス
テ
ィ
ン
市
か
ら
贈
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
（
柳
原
伸
洋
「
ド
イ
ツ
の
空
襲
展
示
―
統

一
後
の
ド
レ
ス
デ
ン
市
を
中
心
に
」
２
０
０
９
年
）。
こ
う

し
た
プ
ロ
セ
ス
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
聖
母
教

会
の
再
建
は
、「
過
去
の
栄
光
」
に
向
か
う
の
で
は

な
く
、
戦
後
ド
イ
ツ
が
積
み
重
ね
て
き
た
、
加
害
へ

の
贖
罪
と
い
う
文
脈
を
踏
ま
え
て
、「
和
解
」
と
い

う
新
し
い
関
係
を
創
造
す
る
方
向
へ
向
か
っ
て
い
っ

た
の
だ
。

２
月
13
日
、
ド
レ
ス
デ
ン
で
は
、
毎
年
聖
母
教
会

を
中
心
に
、
空
襲
で
焼
か
れ
た
旧
市
街
を
１
万
人
以

上
の
人
び
と
が
取
り
囲
む
「
人
間
の
鎖
」
と
い
う
イ

ベ
ン
ト
が
開
か
れ
る
。
鎖
は
シ
ナ
ゴ
ー
グ
の
脇
を
抜

け
、
エ
ル
ベ
川
を
渡
り
、
再
び
ノ
イ
マ
ル
ク
ト
広
場

に
戻
っ
て
円
弧
を
描
く
。
そ
の
中
心
に
は
、
空
襲
で

失
わ
れ
た
い
の
ち
を
あ
ら
わ
す
ろ
う
そ
く
が
灯
さ

れ
、
人
び
と
は
死
者
た
ち
に
思
い
を
は
せ
る
。
同
時

に
、
こ
の
鎖
は
、
近
年
、
ド
レ
ス
デ
ン
を
「
聖
地
」

と
し
て
巡
礼
す
る
ネ
オ
ナ
チ
か
ら
、
教
会
再
建
の
精

神
を
守
る
ゲ
ー
ト
で
あ
り
、
群
衆
の
な
か
に
は
、
鉤

十
字
反
対
の
ロ
ゴ
入
り
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
る
若
者
、
老

人
、
子
ど
も
連
れ
の
親
子
な
ど
、
真
の
意
味
で
多
様

な
老
若
男
女
の
姿
が
見
え
る
。
昨
年
２
月
、
わ
た
し

た
ち
は
、
エ
ル
ベ
川
対
岸
へ
向
か
う
鎖
の
一
部
に
な

り
、
広
場
に
つ
ど
う
群
衆
の
ひ
と
り
に
な
っ
た
。
こ

の
場
に
立
っ
た
時
、
湧
き
上
が
っ
て
く
る
透
明
な
感

情
、
炎
の
ゆ
ら
め
き
を
包
む
優
し
い
気
持
ち
、
ネ
オ

ナ
チ
に
若
者
を
引
き
込
む
旧
東
ド
イ
ツ
地
区
経
済
の

現
状
、
さ
ら
に
そ
の
基
層
に
あ
る
、
ド
イ
ツ
最
東
部

の
ザ
ク
セ
ン
に
刻
ま
れ
た
歴
史
な
ど
―
こ
れ
ら
へ
の

お
も
い
が
重
層
し
、
共
有
さ
れ
る
〈
時
間
〉
の
存
在

こ
そ
が
、
ド
レ
ス
デ
ン
が
た
ど
り
つ
い
た
「
現
在
」

の
核
に
あ
る
も
の
だ
ろ
う
。

そ
れ
は
ま
た
、
ち
密
に
計
算
さ
れ
た
開
発
的
思
考
、

人
び
と
の
文
化
的
統
合
を
は
か
る
権
力
と
分
か
ち
が

た
い
も
の
で
も
あ
る
の
だ
。

わ
た
し
た
ち
も
ま
た
、
平
和
や
戦
争
が
も
た
ら
す

惨
禍
を
く
り
か
え
し
語
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
平
和

や
い
の
ち
を
毀
損
す
る
暴
力
が
、
そ
も
そ
も
ど
の
よ

う
な
場
で
語
ら
れ
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
風
景
の
な

か
で
、
ど
の
よ
う
な
人
び
と
と
の
つ
な
が
り
の
な
か

で
、
切
実
な
意
味
を
放
つ
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
ほ
ど
突
き
詰
め
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
。
ド
レ
ス
デ
ン
の
試
み
は
、
広
場
に
集
う

足
音
の
ざ
わ
め
き
、
存
在
を
引
き
受
け
る
器
と
し
て

の
都
市
が
持
つ
意
味
を
、
教
え
て
く
れ
て
い
る
よ
う

に
思
う
。

（
や
ま
も
と
・
た
だ
ひ
と
／
和
・
ピ
ー
ス
リ
ン
グ
／
東
京
大

空
襲
・
戦
災
資
料
セ
ン
タ
ー
）

2005 年に再建された聖母教会


